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白糸台小学校の教育について（令和 4年度後期を振り返って）アンケート結果 

 
 ２学期末に実施いたしました後期保護者アンケートにご協力くださり、ありがとうござ

いました。皆様からいただいたご回答の集計及び考察を以下にお示しします。 

学校・家庭・地域が協働し、児童の「いまよりももっとよくなりたい」という願いをかな

える学校づくりを目指して活用していきます。引き続き、ご理解とご協力をよろしくお願

いします。                    回答数２３７件（前期２４２件） 

 

 

【学校に関する項目】 

 

 

学校だより、保健だより、学年・学級・専科だよりを主として、学校の様子を発信してき

ました。学校行事や学年での活動等、少しずつ戻ってきました。また、学校公開や保護者会

では、学習活動や学校生活の様子を出来る限り知っていただけるよう努めてまいりました。

地域の方々や保護者の皆さんが、来校される機会が多くなることを望んでいます。   

（上位２件９６．２％：前回より＋２．８ポイント） 
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毎月、計画的に避難訓練を実施してきました。１年間続けてきたことで、児童に「自分の

命は自分で守る力」ことの意味が少しでも理解できたと思います。高学年では、避難に対し

て対応力が身に付き、静かに素早く安全に集まることができます。職員の対応訓練も行い、

有事の際に備えています。（上位２件８９．５％：前回より－０．１ポイント） 

 

 

 

 

改善要望の多いトイレの修繕に関しては、市や教育委員会と連携し、来年度に改修予定で

す。学校内の施設や設備は、毎月定期的に点検をしています。指摘された点検個所は、事務

室や用務員が素早く修繕等を行っています。（上位２件８４．０％：前回より＋３．５ポイ

ント） 
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 各学期の設けられている参観保護者会を通して、授業や学校生活の様子をお伝えしてい

ます。個別には、連絡帳や電話等で伝えたり、臨時に面談を設けたりして、家庭と学校との

連絡を密に取るようにしています。朝の連絡「スマート連絡帳」での体温チェックや出欠確

認と、各ご家庭の協力のもと軌道に乗っています。 

（上位２件９６．６％：前回より＋２．８ポイント） 

 

 

 

 

「読む」ことでは、全校挙げて「音読」の課題を設定しています。内容を読み取ることで、

理解力を高められるように努めています。また、「書く」「計算する」に関しても、継続して

指導を行っています。算数では、習熟度別のクラス編成を行っています。        

（上位２件８３．２％：前回より－４．０ポイント） 

 



4 

 

 

教職員は授業中や休み時間等、学校生活すべての中で、児童とコミュニケーションを深め、

児童理解に取り組んでいます。クラスを超えて、相談等ができるように声掛けをしており、

中でも、週１日勤務の SC（スクールカウンセラー）に面談や観察等行ってもらうことで、

児童理解に努めています。 

（上位２件８９．９％：前回より＋８．１ポイント） 

 

 

【ご家庭に関する項目】 

 

 

 

現在、子供たちが受けるストレスの内容は一つに絞れなくなってきています。そうした中

でも、各ご家庭が子供たちの声を受け止めていることが、心の安定につながっています。時

間 を 少 し 見 つ け て 、 顔 を 合 わ せ て お 話 し い た だ け れ ば と 考 え ま す 。           

（上位２件９８．３％：前回より＋０．７ポイント） 
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２学期、３学期とクラスに慣れてくると、友達や学校での出来事への興味や関心が薄くな

ってきます。学年だよりで行事等を確認し、子供たちから学校やお友達の様子を引き出し、

受け止めていただければと考えます。（上位２件８６．９％：前回より－４．０ポイント） 

 

【お子さんに関する項目】 

 

 

学校行事や集会など、クラスや学年を超えて異学年と関わりました。それぞれの活動で得

た経験が、学校生活を豊かにすることにつながっています。加えて、学校は、学習活動や友

人関係を構築する難しさを知る場でもあります。教職員がサポートできるように、声掛けを

していきます。 

（上位２件９０．３％：前回より－４．３ポイント） 
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基本的な生活習慣は、学校と家庭が協力して勧めていかなければならないことです。挨拶

や言葉遣いは、学校生活の中で適時指導しています。普段の生活から繰り返し行う大切さを

実感し、身に付けさせたいと考えています。早寝早起き良さを学校でも伝え、ご家庭で実践

し て い た だ き 、 生 活 を 整 え て い け る よ う に 取 り 組 ん で い き ま し ょ う 。         

（上位２件８５．７％：前回より＋３．１ポイント） 

 

 

 

 

昨年度から続けて、家庭学習の習慣が身に付いている児童の割合が減っています。帰宅し

てから就寝までの時間帯をどのように使い、学習の習慣化に繋げていけるか、その必要性を

学校から促していきますが、ご家庭でも学習時間の支援や確保をお願いします。 

（上位２件７６．４％：前回より－２．５ポイント） 

 


